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１．問題の所在 

 

 日本における現代理科教育の課題は，観点別学習状況の評価「科学的な思考・表現」に関わる学

習の充実である．文科省による平成 24年度全国学力・学習状況調査の結果は，このことを如実に示

した．子どもが観察，実験結果を分析・解釈し，適切に表現するということに課題が示されたので

ある．言い換えれば，理科教育における子どものパフォーマンス(Performance)を向上させるため

の多様な方途の検討なされなければならないのである．そこで，この課題解決のためのいくつかの

指導上の方略を提起するのを本稿の目的とする． 

 本稿では，先ず学校における理科教育において課題解決のための方略上重要な視点を具体的な事

例とともに提起する．次に，子どもの教育は当然のことながら学校だけではなく，社会教育として

もなされる．そこで，社会教育施設の一つである動物園を通したこれら課題解決の可能性について

論じた．さらに，こうした教育の担い手としての指導者養成の視点についても検討した．すなわち，

こうした課題解決において，子ども並びに指導者育成を両輪として捉え，その方略を実践的に検討

するのである． 

 学校における理科教育において，上述した課題解決のためには子どもの学習状況を綿密に分析し

つつ，その結果をもとに次の指導を検討するという，活動の連鎖の組織化が有用である．それは，

近年注目を集めている「形成的アセスメント(formative assessment)」を基軸とした指導方略の提

起と考えることができる．これは本稿の第一の論考である． 

 第二の論考の対象が社会教育施設である動物園における課題解決の可能性の検討である．日本の

理科教育の実践においては，明確に社会教育施設として動物園，植物園，水族館を積極的にこうし

た目的に即応するものとしての位置づけは希有であった．一方，欧米においてはこうした位置づけ

は近年積極的になされ，多様な提案がなされている．その基本はレジャー施設からの脱却し，明確

な理念に裏付けられた理科教育の場としての主張である（Patrick, P.G., Tunnicliffe, S.D.，2013）．

それは，現代の学校における理科教育の基本的な基盤となっている構成主義的な視点の踏襲である．

例えば，アメリカ学術研究会議(National Research Council)は，実践のための明確な指針を提案し

ている（National Research Council，2007）．さらには動物園において，来園した子どもと職員

の対話に基づき，彼らに動物概念を構築した実践も報告されている（Wagoner, B., Jensen, E.，
2010）． 

  

＊理科教育講座 ＊＊東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科自然系教育 
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子どもにおける問題解決を࣋ースにして，理科教育を実践する上において，実施者，すなわち教

ᖌであࡾ，社会教育施設における解ㄝ者の養成に㝿して，こうした視点もຍ࿡す࡭きである．しか

しながら，ᚑ๓においては子ども࡬の理科教育の㉁的㌿換をᅗࡾ，その方略を検討するとき，指導

者の養成に関わる問題について㢳ࡳられることはᑡなかった．指導者が子ども࡬の関わࡾにおいて，

理科教育の㉁的⿵ൾを཯省的に㢳ࡳながら実践を㐍めることがなかったのである．これが第୕の論

考の対象である． 

 これは具体的に言えば，子どもの学習状況を分析しながら，指導の方略を検ドし，そのᨵၿをᅗ

るという，指導者の能力形成である．ࣙࢩーン（Schon,D.A.，2001）による「཯省的実践ᐙ」の提

案は，この課題解決に有用である．཯省的実践ᐙ養成の視点として୕ရ（2012）はこの論を᥼用し

ながら，「省察的実習」を教育実習において実践することを提案している．それは，次の 4 ẁ㝵か

らなる実習の構㐀である．この構㐀にぢられる活動の実践において，上述した子ども࡬の関わ࡬ࡾ

の理解向上が実現されると捉えられている．教育実習⏕を対象として，これらの௬ㄝの検ドをᅗっ

た． 

 第 1 ẁ㝵㸸཯省的実践のᶍೌ 
 第 2 ẁ㝵㸸自௚の実践についてのᥥ෗ࡸ評価 
 第 3 ẁ㝵㸸自௚のᥥ෗ࡸ評価の省察 
 第 4 ẁ㝵㸸対話についての᣺ࡾ㏉ࡾ 

 本研究では，学校教育，社会教育施設，大学での教員養成という社会における多様な学習⎔ቃに

おいて，上述した理科教育の課題解決をᅗるための指導並びその方略と評価についての分析を多面

的に⾜った． 

 

 

㸰．形成的アセスメントを基軸とした学習指導方略の提起 

 

2.1 形成的アセスメントとࢸ࢖ࣛࢡリア 

 O E C D （⤒῭༠力㛤Ⓨᶵ構）は，ຠ果的な学習⎔ቃでは，ఱがᮇᚅされているのか，学習者がఱ

をしているのか，そして「なࡐか」を明確に示すᚲ要性をᣲࡆている（O E C D 教育研究㠉᪂センࢱ

ー，2013）．形成的アセスメントを基軸としてᤵᴗをᒎ㛤させることは，子どもがᖖに自らの思考

をࣔࢱࢽリンࢢし，ไᚚࡸ調ᩚ（regulation）をᅗࡾながら学ࡪᶵ会をಖ㞀することになる．一方，

形成的アセスメントを実施するにあたࡾ，有本は，ࢸ࢖ࣛࢡリア（criteria)が能力をᢕᥱするのに

౑われることを指᦬している（O E C D 教育研究㠉᪂センࢱー，2008）．教ᖌは，ࢸ࢖ࣛࢡリアを視

点に子どもを評価し，子どもは，ࢸ࢖ࣛࢡリアを視点に自らの考えをࣔࢱࢽリンࢢするのである．

2.2 ᑠ学校におけるᤵᴗ実践 

 ᤵᴗ実践の目的は，上述したように子どものパフォーマンスを向上させるための学習指導方略と

して，形成的アセスメントを基軸とした理科ᤵᴗのィ⏬・実践を⾜うことにある．その上で，ᤵᴗ

におけるⓎ話ࡸᤵᴗ୰にస成されたᥥ⏬を分析し，「子どもの思考と表現を育成するための方略と

評価」に関する，形成的アセスメントの有用性について検ドを⾜った． 

 分析対象としたᤵᴗは，国❧大学㝃ᒓᑠ学校第㸱学年 4 0 ྡ，༢ඖ「ගのはたらき」である．分析

は，ᤵᴗを᧜ᙳした࢜ࢹࣅグ㘓によるⓎ話，ཬびᤵᴗ୰にస成された子どものᥥ⏬によって⾜った． 

 ༢ඖ「ගのはたらき」の学習では，日ගは，平面㙾を౑うと日ගを཯ᑕさせることができること，
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その཯ᑕさせたගが┤㐍すること，平面㙾を౑って཯ᑕさせた日ගを重ࡡるとものの明るさࡸ かさ

がኚわることなどについて学習する（文㒊科学省，2008:24）． 

 そこで，分析対象としたᤵᴗでは，ᅗ１に示すように，࿴⏣・森本（2010）がᶍᘧ化した子ども

の思考のෆ実を可視化する表象ࢵࢿト࣡ーࣝࢹࣔࢡをࢸ࢖ࣛࢡリアのస成に᥼用する．具体的には，

平面㙾を౑って཯ᑕさせた日ගが┤㐍する学習場面において，ᢏ能，࢚ࢯࣆー࢖，ࢻメージ，࿨題，

ストリンࢢを視点にస成したࢸ࢖ࣛࢡリアをもとに，形成的アセスメントを実施した．

 

ᅗ１ 表象ࢵࢿト࣡ーࣝࢹࣔࢡ 

2.3 結果 

 分析対象としたᤵᴗでは，ᅗ㸰に示すように，平面㙾を౑ってேのᙳに日ගを཯ᑕさせる観察，

実験を⾜った．表１から表㸱には，その結果についての考察場面のࣟࣉトࣝࢥを示す．ࣟࣉトࣝࢥ

においては，教ᖌのⓎ言を T とし，子どものⓎ言を C として示した．さらに，ᅗ㸱，ཬびᅗ㸲には，

考察の場面で子どもが౑用したᥥ⏬例を示す．

 

 

 

 

 

ᅗ㸰 ᙳの୰に日ගを཯ᑕさせた実験

 

表１  ᤵᴗのࣟࣉト１ࣝࢥ 

C1 

 

 

T1 

C2 

T2 

C3 

（ᅗ㸱を提示して）ኴ㝧のගがࡲず㙾に当たって，㙾がないと，そのࡲࡲኴ㝧のගは┿っ┤ࡄ㐍ࢇじࡷうっ

てことがあるということです．㙾の㒊分しか཯ᑕしないから，㙾の㒊分だけが཯ᑕしてᙳに෗ったと思いࡲ

す．

この⥺はఱなの． 

ኴ㝧のගの㐨ࡳたいな．当たらないࡸつは，ᶓ࡬ᢤけちࡷう． 

もうᑡし解ㄝして． 

ኴ㝧のගはᗈがってฟていくから，いࢁいࢁな所にいくと，ேをᢤいてどこか࡬⾜っちࡷうってගもあるっ

てことです．
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表㸰 ᤵᴗのࣟࣉトࣝࢥ㸰 

 

表㸱 ᤵᴗのࣟࣉトࣝࢥ㸱 

ᅗ㸱 ✵㛫を‶たすග⥺の࢖メージ   

ᅗ㸲 㞵理論をㄝ明する࢖メージ

C4 

 

C5 

 

 

C6 

 

㙾だけがኴ㝧のගを཯ᑕできるから，そこの㙾の㒊分だけ，ගの㐨➽がぢえるから，㙾に当たってないගは

どࢇどࢇୗに⾜っちࡷうのですけど，཯ᑕした㒊分だけගがᒆかないからᙳになࡲࡾした．

（ᅗ㸲を提示して）つࡾࡲ，ചが㞵をはじくのとྠじで，㞵はそこら辺にࢨーっと㝆るのですけど，ചに当

たった㞵の㒊分だけは，はじかれてはࡡかえるでしࡻ．㙾に当たらない㒊分は，そのࡲࡲ࿘ࡾからୗに⾜っ

てᆅ面に当たると思いࡲす．

解ㄝするのですけれど，㞵をኴ㝧のගとしてചをᣢっているということで，ചをさしていないとこࢁ௨እは，

ᆅ面にⴠちるのとྠじです．ചが㙾で，㙾があるとこࢁだけ཯ᑕして，それ௨እの所だけはගがⴠちちࡷう．

C7 

C8 

C9 

 

C10 

T3 

 

 

 

 

C11 

C12 

T4 

たࡲに，ගの㐨がぢえることがあるࢇです．

あるある．

๓࢟ャンࣉに⾜ったときに↮をたいたら，その上のᮌの㝽㛫からගの㐨がぢえたࢇですࡡ．たࡲにගの㐨が

ぢえるࢇです．

௒の話にఝているࢇですけど，ࣉーࣝでも，たࡲにගの㐨がぢえࡲす．

」㞧になってきたので，ᩚ理しࡲす．ࡲず，ගの㐨を考えጞめたのです．ගの㐨は，ኴ㝧は全体に当たって

いるから，཯ᑕしたとこࢁだけぢえるࢇじࡷないかって話をして，それを㞵に例えたのです．そうしたら，

こࢇな話がฟࡲした．ගの㐨がぢえる．

ぢたことあるே㸽

（ᣲ手 1 2 ྡ）

たࡲに，ࣆかっとなるよࡡ．

明るくᗈがっている．

ගの㐨は，ぢえるのかな㸽形は，どうなっているのかな㸽
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2.4 考察 
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となるよࡡ」と࢚ࢯࣆーࢻについて話し，C12は，「明るくᗈがっている」とගの㐨の࢖メージを述
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形は，どうなっ」，ࡾた．T4は，「ᗈがる」というⓎ言に対して，ᨵめて形成的アセスメントをᅗ࡭

ているのかな㸽」とⓎ問した． 
このᚋ，ගの㐨の形に対する␲問が明確になࡾ，子ども自ら，཯ᑕさせたගの㐨は，ᗈがるのか，

┿っ┤ࡄなのかについての問題をぢいだすこととなった．そして，子どもは，平面㙾に日ගを当てる

と，日ගが཯ᑕして┤㐍するという合ពに⮳ࡾ，཯ᑕに関する科学概念を構築した． 
2.5 ᑠ学校理科ᤵᴗにおける形成的アセスメントの有用性についてのࡲとめ 
 本実践では，「子どもの思考と表現を育成するための方略と評価」に関して，表象ࢵࢿト࣡ーࢡ

 ．リアによる形成的アセスメントを基軸としたᤵᴗを構᝿したࢸ࢖ࣛࢡを᥼用してస成したࣝࢹࣔ
ᤵᴗでは，観察，実験した事象に対して，対話を୰ᚰとした考察を⾜い，結論を導ฟしていった．

この問題解決の㐣⛬において，子どもは࢖メージを用いながら，日ගを平面㙾で཯ᑕさせる事象に

ついてのㄝ明を⾜い，教ᖌは，ࢸ࢖ࣛࢡリアに基づき形成的アセスメントをᅗった． 
ᤵᴗのはじめ，子どもは，日ගを཯ᑕさせたගをேのᙳに当てるとᙳがᾘえるといった現象につ

いてㄝ明をしていたが，形成的アセスメントによࡾ，自分の思考をࣔࢱࢽリンࢢし，✵㛫全体をኴ

㝧ග⥺が‶たし，㙾に当たった㒊分だけが཯ᑕしているといった表現をཷけධれるようになった．

調ᩚしながら，✵㛫を‶たすࡸがて，᪂たに提案された㞵理論をᣑ張させて，自分の考えをไᚚࡸ

ኴ㝧ග⥺についての理解をᣑ大させていったのである．そのᚋ，ᨵめてගの㐨についての考察をጞ

め，形成的アセスメントによࡾ，ගの㐨が┤㐍するのかᣑᩓするのかについての␲問を明確にし，

᪂たな観察，実験を通して，཯ᑕした日ගが┤㐍するといった科学概念の構築に⮳った． 
このように，問題解決の課⛬において，適切な形成的アセスメントを⾜うことによって，子ども

は自らの考えをࣔࢱࢽリンࢢしながらไᚚと調ᩚを⾜い，思考と表現の㉁を㧗めていき，その結果

として，科学概念の構築がᅗられたと考えられる．つࡾࡲ，形成的アセスメントを基軸とした学習

指導方略は，「子どもの思考と表現を育成するための方略と評価」に関して，有用性が㧗いことが

明らかになった． 
 

㸱．学社連ᦠを志向した動物園における科学的思考と表現を育成する指導方略と評価

3.1 子どもの思考と表現に即した動物園教育

子どもは学校だけでなく，ᐙᗞࡸ社会の様ࠎな場面でᚓた自然事象に関わる᝟報ࡸ⤒験を，自らの

ุ᩿で関連付け，科学概念を構築していく．したがって，学校における理科教育の課題を解決し，可

能性をᗈࡆるためには，学校教育と社会教育を連ᦠさせ，཮方において子どもの思考ࡸ表現に╔目し

た指導と評価を⾜うことがᚲ要である（松本，2014）． 

社会教育には，ಶࠎの子どもの多様な⯆࿡ࡸ問題ព㆑に対応した具体的な事物が㇏ᐩにあࡾ，子ど

もが自⏤に㑅ᢥしてពḧ的で能動的な学びをᒎ㛤できるメリࢵトがある．その一施設の動物園では， 

子どもが⏕きている多様な動物とฟ会い，社会的な関わࡾを通じて，⏕࿨ࡸ動物について実ឤをకう

理解をᅗる学習が可能である．しかしながら，実㝿に子どもが動物園でいかに動物を学ࢇでいるのか，

表現に╔目して検討したࡸたどのような指導が子どもの科学概念構築に関わるかを，子どもの思考ࡲ

研究は，国ෆの動物園教育において༑分になされていない．そこで本❶では，動物園においてリアࣝ

セスを評価し，対話を通した༠ྠ的な学習を㐍める観点からࣟࣉで起きている子どもの学びの࣒࢖ࢱ
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ㄯ話分析に╔目した．そして動物園のᒎ示๓におけるࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン方略を࢖ࢨࢹンし，これを

用いて子どもと指導者とのㄯ話を分析し，子どもの動物概念構築との関わࡾを検ドした．

3.2 動物園ᒎ示๓のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン方略のᯟ組ࡳ

 本研究のㄯ話分析で用いたࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン方略のᯟ組ࡳをᅗ㸳に示す．

子どもの思考と表現のᒎ㛤           指導者の問いかけによる方略 

 

                         観察する視点ࢸࡸーマに╔目させる 

動物の≉ᚩをⓎぢ              重要な表現をᙉ調する  
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3.3.2 科学概念「⏕࿨の連⥆性」に関わる分析のᯟ組ࡳ 
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る活動を通して，⏕࿨をᑛ重するែ度を育てるとともに，⏕࿨の連⥆性についてのぢ方ࡸ考え方を
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とこࢁで，ここにᥖࡆられた「⏕࿨の連⥆性」は，子Ꮮをṧす（自分の㑇ఏ子を⥅ᢎし✀を⥔ᣢ

する）という，⏕物の本㉁である⦾Ṫ活動によࡾなされ，この⦾Ṫのしくࡳにはᅗ㸴に示す要⣲が

」合的に関連することがᚲ要である．すなわち，㣗࡭物の確ಖࡸኳᩛからの㜵ᚚ，Ẽೃ᮲௳などの

⎔ቃ要⣲に対応して，子Ꮮをṧすための⏕理，形ែ，社会，性ᕪ，子育てなどが密᥋に関わるので
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ある．これらの要⣲ࡸ関連性を，動物園におけるㄯ話を通じた動物の観察によࡾ，子どもがいかに

思考し表現したかを分析した． 

ᅗ㸴 動物の⦾Ṫ（有性⏕Ṫ）に関わる分析のᯟ組ࡳ

3.3.3 ㄯ話分析の結果

 ௨ୗに，⦾Ṫに関わる概念が表現された例として，ᢤ⢋した㸲つの場面（表㸲）におけるㄯ話分析

結果を示す．子どもを C，指導者（研究者）を R で示し，場面ࡈとにⓎ話者の通し␒ྕを付グした．

ྛⓎ話には」ᩘの要⣲がྵࡲれるので，ㄯ話全体における子どもの表現ࡸ問いかけの要⣲のⓎ現状況

と，ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンのࣟࣉセスがᢕᥱできるように表を構成した．ࡲた，研究者が子どもとࡾࡸ

とࡾをして≉に重視した㒊分を⃰いⰍで示した．

表㸲 ⦾Ṫに関わる概念が表現されたㄯ話分析結果の場面（ᢤ⢋）

場面 概念 子どもの思考と表現 関わった問いかけの方略 分析

１ 㞤㞝の㆑別 自らで㞤㞝の㐪いを㆑別 ᘬきฟし（㆑別の᰿ᣐ） 表㸳

㸰 ⦾Ṫᮇ ⩚のᶵ能とᏘ⠇によるኚ化 活動（ᶆ本の体験） 

᝟報（Ꮨ⠇によるኚ化）

表㸴

㸱 ࢜スの➇த ≉ᚩと⦾Ṫの➇தを関連付け Ⓨᒎ（≉ᚩとᶵ能） 表㸵

㸲 㞤㞝ྠᆺ␗ᆺ ㌟近な㔝㫽の㞤㞝をㄝ明 ᝟報（௚の㫽の㞤㞝ᕪ） 表㸶

 
場面１（表㸳）では，子どもが自らのุ᩿でࢡジャࢡの㞤㞝を㆑別しておࡾ(C1)，指導者がその᰿ᣐをᘬき

ฟす（R1）ことで，形ែのᕪ␗を確ㄆしていた（C2，C3，C4）．ࡲたその理⏤をⓎᒎさせる（R4）と，自分

の問題ព㆑としてとらえていた（C6）． 
場面㸰（表㸴）では，࢜スだけにある㣭ࡾ⩚のᶵ能を，指導者がⓎᒎさせる（R2）ことで子どもは多様に思

考した（C2，C3，C4）．ࡲた⦾Ṫᮇがあࡾ，その≉ᚩがそのᏘ⠇だけにあるという᝟報を୚える（R5，R7）

㓄അ者の⋓ᚓ

஺ᑿ

ཷ⢭

⏘༸・ฟ⏘

子育て

⦾Ṫ

㑇ఏ子の⥅ᢎ

✀のᏑ⥆

いかに子Ꮮをṧすか

性と社会

性㑅ᢥ ⦾Ṫにかかるࢥスト 適応度

⎔ቃとの関わࡾ

㣗࡭物の確ಖ

ኳᩛからの㜵ᚚ

Ẽೃࡸ⏕ᜥ⎔ቃの状ែ

⏕理

⦾Ṫᮇ ዷፎᮇ㛫

⏘子ᩘ 成長度合いなど
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と㦫きをもって実ឤしている．そしてこの⩚が෌び次の⦾Ṫᮇに⏕えてくるのか（C11）と᫬㛫によるኚ化を

ண᝿したࡾ，௒のᏘ⠇におけるࢡジャࢡの状ែを関連付けて観察したࡾ（C8， C9）する表現が示された．

表㸳 場面１「㞤㞝の㆑別」に関するㄯ話分析

Ⓨ

話

者

Ⓨ話ෆᐜ 子ども 指導者

Ⓨ

ぢ

ㄝ

明

関

連

活

用

᝟

ព

視

点

ᙉ

調

Ⓨ

ᒎ

ᘬ

ฟ

᝟

報

㑏

ඖ

活

動

C 1 わー，めっちࡷきれい．࢜スメスだ．とࢇできた. 1 1 1

R 1 㐪いわかる㸽どこが㐪う㸽 1 1

C 2 Ⰽ 1 1

C 3 と大きさ 1 1

R 2 大きさ．じࡷあメスఱ⩚㸽 1 1

C 4 ⲔⰍ. 4 ⩚ 1 1

R 3 で࢜スが㸽 1

C 5 5 ⩚ 1

R 4 5 ⩚か．ఱで㐪うࢇかな㸽࢜スとメス 1 1

C 6 ఱでࢁࡸ㸽 1

C 7 ⩚の形が大きい 1 1

表㸴 場面㸰「⦾Ṫᮇ」に関するㄯ話分析

Ⓨ

話

者

Ⓨ話ෆᐜ 子ども 指導者

Ⓨ

ぢ

ㄝ

明

関

連

活

用

᝟

ព

視

点

ᙉ

調

Ⓨ

ᒎ

ᘬ

ฟ

᝟

報

㑏

ඖ

活

動

R 1 これ࢜スの⩚．メスにはないࡡ．ゐっていいよ 1 1

C 1 いいࢇすか㸽おーすࡆー．本物㸽ఱか⣒ࡳたい 1 1 1 1

R 2 じࡷあ，ఱで࢜スにだけこの⩚があると思う㸽 1

C 2 かっこいいから 1 1

C 3 ጾᄐ 1

C 4 メスをᘬきᐤせる 1

R 3 かっこいいからࣉ， ࣏ࣟーࢬするから，あとጾᄐか 1 1

C 5 うࢇ 1

R 4 ．が一応ṇ解ࢬー࣏ࣟࣉ 1

C 6 うわー，㣕ࢇできた 1
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R 5  そࢁそ࣏ࣟࣉࢁーࢬのᏘ⠇          1    

C 7 ー     1࡬          

C 8  あのேたち，ちࡷうࢇ㸽 1  1  1           

R 6  で࣏ࣟࣉーࢬする᫬は㛤いてࡊわࡊわってࡸる          1    

C 9  なࡾそうなࡾそう  1  1           

R 7  カࣝࣉࢵというよ࢜ࡾスはࡳなࣛࣝࣂ࢖で⩚をᗈ

Ṫᮇは⦾．ࡪて．メスがዲきな┦手を㑅ࡆ 6 ᭶㡭ࡲ

でで，⤊わるとこの⩚は全㒊ᢤけちࡷう 

         1    

C 1 0  えー㸽 えー㸽( 」ᩘのኌ）     1         

R 8  ᢤけちࡷう．ኟに来たらきれいな⩚ではない.           1   1  
C 1 1  えー，ࡲた⏕えてくる㸽  1  1   1         

 
場面㸱（表㸵）では，⩚の形状࡬のẼづき(C1)から，࢜スྠኈのけࢇかを思考し(C2)，指

導者がその᰿ᣐをᘬきฟす（R2）と⦾Ṫに向けた➇தと関連づけた(C3)．そしてその方ἲ

をⓎᒎさせる（R3）と⩚の౑い方をそれࡒれ思考した（C5，C6）．そして௚の方ἲもある

と᝟報をఏえる（R4）と࢜スだけにある大きな㊊の∎にẼづき（C9， C10），⏽ᩗの念を

表現している(C12) ． 
 
 

表㸵 場面㸱「࢜スの➇த㺁に関するㄯ話分析 

Ⓨ 

話 

者 

Ⓨ話ෆᐜ 子ども 指導者 

Ⓨ

ぢ 

ㄝ

明 

関

連 

活

用 

᝟

ព 

視

点 

ᙉ

調 

Ⓨ

ᒎ 

ᘬ 

ฟ 

᝟

報 

㑏

ඖ 

活 

動 

C 1  ఱかさ，ᚋࢁ，⫼୰から針がฟてるࡳたい 1  1  1           

R 1  いい表現だࡡ．結構ここがᅛいから．針にぢえる1       ࡡ    1    

C 2  それじࡷあたったら③いの㸽けࢇかはするの㸽  1  1           

R 2  どこでけࢇかをするっていうと         1     

C 3  メスのྲྀࡾ合い  1  1           

R 3 かする㸽       1ࢇってけࡸ合いの᫬，どうࡾྲྀ   1      

C 4  ⩚  1            

C 5  ⩚でばさってࡸる㸽  1  1           

C 6  ⩚で，ጾᄐで  1  1           

R 4  ጾᄐでࡡ．⩚でぢせ合ってすることもあるかもしれ

ないけど┦手にയを㈇わせるけࢇかをする᫬もある 

      1    1    

C 7  ∎  1            
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話 
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Ⓨ話ෆᐜ 子ども 指導者 

Ⓨ

ぢ 

ㄝ

明 

関

連 

活

用 

᝟

ព 

視

点 

ᙉ

調 

Ⓨ

ᒎ 

ᘬ 

ฟ 

᝟
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㑏
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C 7  ∎  1            
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R 5  どこの∎だと思う㸽      1    1     

C 8  ㊊  1            

R 6  ぢてࡈらࢇ．࢜スとメスで㊊に㐪いがある．࢜スだ

けにあるとࡳࡆたいな 

     1     1   1  

C 9  わかった．とࡸࡆ．ある 1  1  1  1  1         

C 1 0 1     ࡸࡲࢇ࡯          

R 7  ぢつけた㸽⣲ᬕらしい．メスにあるかぢてࡈら1      ࢇ  1       

C 1 1  ない 1  1            
R 8  ࢜スྠኈでதわなければいけない᫬㊊で㋾ったࡾす

る 

         1    

C 1 2  おー，かっこいい     1         

 
場面㸲（表㸶）では，㫽㢮には㞤㞝がྠじ形ែの✀㢮もいる᝟報をఏえる（R1）と，子ど

もは自ら日ᖖ目にしている㔝㫽と関連付け（C2），その≉ᚩࡸ⤒験を表現した（C4）．さ

らに㺀௒日ぢたのはメスࡸったと思う㸸C6㺁と自分の解釈で㞤㞝の㆑別をㄝ明している．さら

にその᰿ᣐをᘬきฟす指導を⾜えば，この子どもの性ᕪに関わる概念がさらに῝ࡲったと考

えられる． 
 

表㸶 場面㸲「㌟近な㔝㫽」に関するㄯ話分析 

Ⓨ 

話 

者 

Ⓨ話ෆᐜ 子ども 指導者 

Ⓨ

ぢ 

ㄝ

明 

関

連 

活

用 

᝟

ព 

視

点 

ᙉ

調 

Ⓨ

ᒎ 

ᘬ 

ฟ 

᝟

報 

㑏

ඖ 

活 

動 

R 1 ジャࢡどྠじⰍ形．でもࢇと࡯は࢜スメス࢘ࣙࢳࢡࣁ 

 ．ࡻは࢜スとメス全然㐪うでしࢡ

         1  1   

C 1  う1  ࢇ            

R 2  㫽によって㐪う．ఱで㐪う㸽        1      

C 2  カ࣡ࢠࢧもそう．カ࣡セ࣑か㸽  1  1           

R 3  カ࣡セ࣑もそうだࡡ．スࢬメもそう．㞤㞝༊別つかな

い 

      1    1    

C 3  Ṍいてたらおった．ぢた事ある  1  1           

R 4  カ࣡セ࣑ぢた事ある㸽すࡈいな       1       

C 4  ఱか㟷いの．ఱか 2 ᅇ࡯どぢた． 1  1  1           

R 5  すࡈいࡡ．どこでぢたの㸽       1  1      

C 5  ఱかᬑ通にṌいてたらおった   1           

R 6  本当．カ࣡セ࣑はなかなかぢないけどすࡈい1       ．ࡡ       

C 6  ௒日ぢたࢇはࡡ．ఱかメスࡸったと思う  1  1           
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3.3.4 ㄯ話分析結果の考察 

 本実践は，事๓に明確な学習目ᶆをもたずに動物園を฼用した子どもを対象に⾜った事例であった．

しかしながら，本研究で࢖ࢨࢹンしたࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン方略のᯟ組ࡳを用い，指導者が注目させた

い視点を୚え，子どもの思考ࡸ表現に╔目した問いかけࡸ評価を⾜うことによࡾ，子どもの⦾Ṫに関

わる動物概念構築のⴌⱆが表現されることが明らかになった．  

 ௚にも，㞤㞝と㣗࡭物のᕪ␗を関連付けて思考した表現ࢡ，ࡸジャࢡの㡢ኌをᶍೌして⦾Ṫ⾜動を

通ヂするように表現したㄯ話なども示された．௨上から，本実践において，子どもたちはࢡジャࢡの

㞤㞝の観察をዎᶵに，ᅗ㸴で示した⎔ቃ要⣲（Ꮨ⠇ࡸ㣵㈨※），性㑅ᢥ（メスが㑅ࡪ，࢜スどうしの

➇த），性ᕪと社会など，動物が⎔ቃと関わࡾ子Ꮮをṧすしくࡳについての概念を多様にᗈࡆるຠ果

が示されたと言える． 

本実践で明らかになった通ࡾ，ྠじࢡジャࢡのᒎ示をぢていても，ྛ子どもの⯆࿡ࡸ問題ព㆑は多

様であࡾ，その思考ࡸ表現に╔目して問いかけࡸ評価を⾜い，༠ྠ的に学習を㐍める指導が子どもの

᪂たな概念の構築につながったと考えられる．この動物園での⤒験を学校の理科ᤵᴗと関ಀづければ，

さらに⏕࿨の連⥆性に関わる科学概念が子どもの୰でつながࡾ，学社連ᦠのព義ࡸ動物園教育の位置

づけが明確になると考えられる．  

3.4 ୡ⏺の動物園教育の動向 

 本研究で重視した，学習者の表現ࡸ思考に╔目して指導ࡸ評価を⾜う動物園教育は，ᾏእにおいて

近年，理論ࡸ手ἲの研究が㐍ࢇでいる．ୡ⏺の動物園教育は㔝⏕⏕物ࡸ⎔ቃのಖ全に向けた⎔ቃ教育

を明確な౑࿨にᥖࡆ，そのຠ果を来園者の視点に❧って，▱㆑ࡸែ度のኚ化などを多ゅ的に評価する

動きにある． 

 この୰で，大ேの来園者を対象に㉁問⣬とㄯ話分析を通じて動物園での体験の㉁を研究した報告

（Clayton, S., Fraser, J., Saunders, C.D.，2009）では，来園者が動物とつながࡾをឤじ，動物を௓

して௚者と対話し社会的な関わࡾを体験するᶵ会が，ಖ全に対するែ度にຠ果をもたらすとしている．

本研究において，子どもたちはㄯ話を通じてࢡジャࢡが⩚をᗈࡆるのを཭だちとずっとᚅったࡾ，⩚

が重そうだと自分の㌟に置き換えてඹឤしたࡾして，能動的にᒎ示動物と関わࡾながら観察して思考

表現を㧗めていった．このような社会的な学習活動は動物概念の構築とඹに，子どもたちが動物とࡸ

ඹᏑして೺全に⏕きていく⎔ቃಖ全に向けた教育にもつながると考える．௒ᚋはこのような社会構成

主義に基づく動物園教育を国ෆにおいても学校教育とྠ様に㐍め，学社連ᦠによる理科教育の可能性

をᗈࡆるᚲ要があると考える． 

 

㸲．教育実習⏕における理科ᤵᴗ実践に関わる省察的実習 

 

4.1 教員養成におけるᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能力の形成 

 本稿の目的である「科学的な思考・表現」に関わる学習の充実を志向する上で，教ᖌが子どもの学

習状況の分析を⾜いながら，自らの指導方略のᨵၿをᅗっていくことは重要である．このような教ᖌ

の指導方略，ࡲたは，ᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能力の形成について本❶ではྲྀࡾ上ࡆる．対象は教員養

成系学㒊の大学⏕の教育実習である．教育実習⏕のᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能力の形成㐣⛬についての
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143理⛉教育における子どもの思考と表現を育成するための方略とホ౯についての多面的分析

 

分析を⾜った．ᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能力について考えたとき，教科ᅛ有の視点をຍ࿡していくᚲ要

がある．そのため，理科教育の教員養成を対象とした．ࡲた，教育実習⏕のᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能

力の形成には，ࣙࢩーンの論じた「཯省的実践ᐙ論」は有用である（Schon, D.A.，2001）．そこで，

 ．ーンの提案を᥼用し，理科教育ᑓᨷの学⏕の教育実習についての分析を⾜ったࣙࢩ

4.2 ཯省的実践ᐙ 
 ཯省的実践ᐙ論は，教ᖌのᑓ㛛性として「཯省的実践ᐙ（reflective practitioner）」の概念を提案

するものである．ࣙࢩーンは，二つのᑓ㛛ᐙീを対ẚさせ，この概念をㄝ明している．一つは，上述

した「཯省的実践ᐙ」であࡾ，もう一つは「ᢏ術的⇍㐩者（technical expert）」である． 
ᢏ術的⇍㐩者とは，現実の問題を解決していくために，科学の理論ࡸᢏ術をཝ密に適用し，ᑓ㛛的

な▱㆑を合理的に適用する実践者である．これは「ᢏ術的合理性」に基づいた実践者である．ᢏ術的

合理性とは，科学の理論ࡸᢏ術をཝ密に適用する㐨具的な問題解決を⾜うという考え方である．しか

し，現代社会がᢪえるㅖ問題は」㞧であるため，ᢏ術的合理性による問題解決，すなわち，ཝ密に⣽

分化されたᑓ㛛的な▱㆑ࡸ科学の理論，ᢏ術による問題解決の手ẁだけでは，解決しきれなくなって

いる．つࡾࡲ，ᢏ術的⇍㐩者としてのᑓ㛛ᐙീでは，問題を解決するࣟࣉセスは踏めても，問題をㄆ

㆑することができない．なࡐならば，問題をㄆ㆑することは，ᢏ術をもっていることで可能になるこ

とではないためである． 
そこで，このような課題を解決するために提示されたのが，཯省的実践ᐙである．これは，ᑓ㛛ᐙ

のᑓ㛛性とは，実践の୰の▱と，それを省察することにあるとする考え方である．ࣙࢩーンは，この

཯省的実践ᐙについて，「⾜Ⅽの୰の▱（knowing in action）」，「⾜Ⅽの୰の省察（reflection in 
action）」，「状況との対話（conversation with situation）」の୕つの概念をᣲࡆている． 

，ー（Polany, M.）の考案したᬯ㯲▱とྠ様なものとして考えࢽ࣏ࣛ，ーンは，⾜Ⅽの୰の▱をࣙࢩ

実践の୰で状況を捉え，⾜Ⅽを調ᩚする↓ព㆑の▱のことであるとㄝ明する．これは࢘ࣁ࢘ࣀのよう

なものであࡾ，⾜Ⅽの୰にᇙめ㎸ࡲれているものである．例えば，⥘渡ࡾ芸ேの࢘ࣁ࢘ࣀは，࣡ࣖ࢖

ーをఏって㐍ࡴ方ἲの୰にᇙめ㎸ࡲれている．このような実践を↓ព㆑のうちに⾜う場合，⾜Ⅽの୰

の▱がാいていると考えられる． 
た，⾜Ⅽの୰の省察は，活動の୰で▐᫬に自らの⾜Ⅽについて思考することである．⾜Ⅽ者自㌟ࡲ

にとって即⯆的で↓自ぬ的なのである．さらに，⾜Ⅽの୰の省察を⾜う୰で，状況との対話が起こる．

関わっている状況の୰で，その状況を評価し，᪂たな状況をసࡾながら，さらにそれを評価する᥈究

が⾜われる．このように，௒ࡲさに，関わっている状況と対話することによって，次の活動が構᝿さ

れていくのである．この⾜Ⅽの୰の省察は，決して，活動୰の思考に㝈ᐃされるものではない．実践

ᚋに⾜Ⅽを᣺ࡾ㏉る「⾜Ⅽについての省察（reflection on action）」もྵࢇでいる．つࡾࡲ，཯省的

実践ᐙは，状況との対話を通しての省察と，⾜Ⅽᚋの省察として自ᕫとの対話も⾜っていく．この⾜

Ⅽの୰の省察が，཯省的実践ᐙの୰ᚰ的な概念である． 
4.3 ཯省的実践ᐙの形成としての教員養成 
方について，省察的実習を提案するࡾーンは，཯省的実践ᐙの育成のためのᑓ㛛ᐙ教育のあࣙࢩ 

（Schon, D.A.，1987）．この省察的実習の≉ᚩとして，なすことによって学ࡪこと，そしてそれを

が，問題を設ᐃするこࡊすることが重要視されている．཯省的実践ᐙとしてのᑓ㛛ᐙのもつわࢳーࢥ

とࡸ即⯆的に状況と対話し，それに対応していく能力であるためであࡾ，㐨具の᧯స➼のᢏ術的なこ
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とに㝈ᐃされるものではないためである．このような省察的実習を，୕ရ（2012）はᅗ㸵のように構

᝿している． 
 

 
ᅗ㸵 省察的実習の構㐀（୕ရ，2012） 

 
 ᭱ୗᒙの１ẁ目は，「࢖ࢨࢹン㐣⛬」である．ここでは，指導教員による཯省的実践の実₇と，教

育実習⏕による実践のᶍೌが⾜われる．㸰ẁ目は，「࢖ࢨࢹン㐣⛬のᥥ෗」である．ここでは，指導

教員と教育実習⏕は１ẁ目の自௚の実践について評価し，┦஫に言ཬしグ述を⾜う．㸱ẁ目は，「ࢹ

，ࡾ評価についてྫྷ࿡を⾜う．これによࡸン㐣⛬のᥥ෗についての省察」である．㸰ẁ目のᥥ෗࢖ࢨ

指導教員が実践の୰でぢせるわࡸࡊ，子どもの学習状況の評価の⫼ᬒにあるものを教育実習⏕と教員

とでඹ有していく．㸲ẁ目は，「࢖ࢨࢹン㐣⛬のᥥ෗についての省察の᣺ࡾ㏉ࡾ」である．ここで，

指導者と学⏕は対話したෆᐜについて᣺ࡾ㏉ࡾを⾜う．㸰，㸱ẁ目での対話が学びをಁ㐍させたかྰ

かを┦஫に話し合い，検討する．このように，対話を୰ᚰとし，教育実習⏕は指導教員の⤒験を学ࢇ

でいく．そのために，指導教員と教育実習⏕は考えを表現し合うことがồめられていく． 
 この省察的実習では，指導教員と教育実習⏕の対話が重要となる．ࣙࢩーンは，指導教員と教育実

習⏕の関ಀ性について，教育実習⏕がཷ動的に指導教員から୚えられる᝟報をཷけධれるのࡳであっ

てはならないと指᦬をする．それࡒれが༠ാ᥈究の当事者として，┦஫స用的な関ಀを築き，஫ᜨ的

な省察が⾜われるᚲ要性を述࡭ている．つࡾࡲ，指導教員と教育実習⏕とが対話によࡾ，ඹ通ㄆ㆑を

ぢいだしていく㐣⛬の実現が重要となる．それによࡾ，教育実習⏕は཯省的実践ᐙとしての能力を形

成していくことができるのである． 
4.4 ᑠ学校における省察的実習 
 ᅗ㸵の構㐀にᚑい，ᑠ学校の教育実習を実践し，教育実習⏕のᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能力の形成㐣

⛬について分析を⾜う．実施した᫬ᮇは，2014 年㸴᭶から 2014 年㸵᭶である．教育実習⏕は，理科

教育をᑓᨷする国❧大学教員養成系学㒊㸱年⏕㸰ྡであࡾ，指導教員は，教員⤒験 15 年௨上の国❧

大学㝃ᒓᑠ学校教ㅍ１ྡである．教育実習ᮇ㛫୰に，㸷ᅇのᤵᴗリフレࣙࢩࢡンを⾜った．ࡲた，実

習⏕がᤵᴗを⾜う༢ඖは，ᑠ学校第㸴学年「てこのつ๎性」である．分析は，指導教員と教育実習⏕

のᤵᴗのリフレࣙࢩࢡン୰の対話をⓎ話分析した． 

指導者

対話についての᣺ࡾ㏉ࡾ（これࡲでの

対話は学⏕の成長をಁしたか㸽）

自௚のᥥ෗ࡸ評価࡬の省察（⫼ᚋにあ

る౑用理論はいかなるものか㸽）

自௚の実践（⾜動，わࡊ，ෆ的ࣟࣉセ

スなど）についてのᥥ෗ࡸ評価

཯省的実践の実₇
１
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㸰
ẁ

㸱
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㸲
ẁ

学⏕

対話についての᣺ࡾ㏉ࡾ（これࡲでの

対話は自分の成長をಁしたか㸽）

自௚のᥥ෗ࡸ評価࡬の省察（⫼ᚋにあ

る౑用理論はいかなるものか㸽）

自௚の実践（⾜動，わࡊ，ෆ的ࣟࣉセ

スなど）についてのᥥ෗ࡸ評価

཯省的実践のᶍೌ
１
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㸱
ẁ

㸲
ẁ

対 

話
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とに㝈ᐃされるものではないためである．このような省察的実習を，୕ရ（2012）はᅗ㸵のように構

᝿している． 
 

 
ᅗ㸵 省察的実習の構㐀（୕ရ，2012） 

 
 ᭱ୗᒙの１ẁ目は，「࢖ࢨࢹン㐣⛬」である．ここでは，指導教員による཯省的実践の実₇と，教

育実習⏕による実践のᶍೌが⾜われる．㸰ẁ目は，「࢖ࢨࢹン㐣⛬のᥥ෗」である．ここでは，指導

教員と教育実習⏕は１ẁ目の自௚の実践について評価し，┦஫に言ཬしグ述を⾜う．㸱ẁ目は，「ࢹ
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4.4 ᑠ学校における省察的実習 
 ᅗ㸵の構㐀にᚑい，ᑠ学校の教育実習を実践し，教育実習⏕のᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能力の形成㐣

⛬について分析を⾜う．実施した᫬ᮇは，2014 年㸴᭶から 2014 年㸵᭶である．教育実習⏕は，理科

教育をᑓᨷする国❧大学教員養成系学㒊㸱年⏕㸰ྡであࡾ，指導教員は，教員⤒験 15 年௨上の国❧

大学㝃ᒓᑠ学校教ㅍ１ྡである．教育実習ᮇ㛫୰に，㸷ᅇのᤵᴗリフレࣙࢩࢡンを⾜った．ࡲた，実

習⏕がᤵᴗを⾜う༢ඖは，ᑠ学校第㸴学年「てこのつ๎性」である．分析は，指導教員と教育実習⏕

のᤵᴗのリフレࣙࢩࢡン୰の対話をⓎ話分析した． 

指導者

対話についての᣺ࡾ㏉ࡾ（これࡲでの

対話は学⏕の成長をಁしたか㸽）

自௚のᥥ෗ࡸ評価࡬の省察（⫼ᚋにあ

る౑用理論はいかなるものか㸽）

自௚の実践（⾜動，わࡊ，ෆ的ࣟࣉセ

スなど）についてのᥥ෗ࡸ評価

཯省的実践の実₇
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対話についての᣺ࡾ㏉ࡾ（これࡲでの
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自௚のᥥ෗ࡸ評価࡬の省察（⫼ᚋにあ
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4.5 結果 
 指導教員と教育実習⏕によって⾜われたᤵᴗリフレࣙࢩࢡンの一場面のࣟࣉトࣝࢥを表㸷に示す．

において，指導教員のⓎ言をࣝࢥトࣟࣉ T とし，教育実習⏕のⓎ言は A，B として示す．表㸷に示す

場面は，実習⏕ A の実践について᣺ࡾ㏉っている場面である．子どもが実験用てこを用いて，てこが

水平に㔮ࡾ合うときの決ࡾࡲについて学習していったᤵᴗである．このᤵᴗは，実習⏕ B のྠෆᐜの

実践のリフレࣙࢩࢡンを指導教員と実習⏕ A，B で⾜い，その省察を踏ࡲえて，実習⏕ A によって⾜

われた実践である． 
 

表㸷 指導教員と教育実習⏕による対話のࣟࣉトࣝࢥ 

 ࣝࢥトࣟࣉ ྕ␒
B1 

 
 
 
 
 

A1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

T1 
 
 

B2 
 

T2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A2 
 
 
 
 
 
 

൅の場合は，ࡲず㔮ࡾ合っているということと，てこのഴける力の話の᫬に，子どもに手を㞳すとどうなる

と思う㸽っていう問いかけをしなかった．一方的なㄝ明形ᘧだった．実験のㄝ明の๓に㐨具を㓄ったことも

あって，子どもたちの手ඖにあるものに⯆࿡が⛣ってしࡲっていた．௒日は，実験୕⟠᮲を㯮ᯈに明示して

いて．自分の場合はཱྀ㢌で示していたのでᙅかった．௒日は୕⟠᮲に㐪཯している子に対して，௚の子が୕

⟠᮲でさって㯮ᯈを指して注ពしていた． 
 
B さࢇのᤵᴗを⏕かすということで，実験するものを一度に渡さないというか，先⏕が᫖日言っていた஺換

方ᘧにして，ࢸーࣝࣈにㄝ明するものがᖖに一つになるようにしࡲした．で，㗽１㸮㹥をቑࡸしていって，

᭱ᚋは１㸮ಶで．１㸮ಶにしたのは，᭱ᚋᅇ཰しࡸすいなと思ったし，いࢁいࢁなパࢱーンをできるかなと

思って，途୰で㸵ಶ渡す᫬は，᫬㛫がかかって，がࡸがࡸしちࡷって．ᚋで，ኌをはらなきࡷいけなくて．

リントが㓄ࣉ，なが考えጞめたのにࢇࡳ，いけないなと思っていたことを，๓もってできなくてࡷらなきࡸ

っていないことが௒日の一␒の཯省です．でも，B さࢇのᤵᴗの᣺ࡾ㏉ࡾのときに話した，実験㐨具を一度

に渡さないとか，実験୕⟠᮲を明示するというのは，B さࢇのᤵᴗにᕤኵをຍえてࡸっていけた点です．ఱ

ேかはいたࢇですけど，୕⟠᮲に㐪཯しているでしࡻって言うと，はいってఏわったので．自分がᕤኵしよ

うとしたことが཯ᫎされたᤵᴗでした． 
 
実験の୕⟠᮲が目にぢえるようにって言ったけど，᭱ึのこࢁからこだわっていた課題が，ࢇࡳなにඹ有さ

れているかどうかの㒊分はどうでしたか㸽B さࢇのᤵᴗではఏわってなかったよࡡ． 
 
௒日は，㐨具が㝈られていたので，ࡸることが明確になっていた．஺換方ᘧはⰋかったと思いࡲす． 
 
課題がඹ有されていないと集ᅋでຮᙉするព࿡が↓くなっちࡷうと思うのࡡ．ዲきなことはఇࡳ᫬㛫でⰋい

し．ྠじ目ᶆに向かっていかないといけないしࡡ．手ᣢちのものが↓くなっていったっていうのも，そのᨭ

᥼のᕤኵでしࡻ㸽ࡲさに，ᕤኵがたくさࢇあった．もちࢇࢁ，たくさࢇ渡せば，ヨ⾜する要⣲がቑえるけど，

そのවࡡ合いだとは思いࡲす．ࡲだ，ᨺ௵するにはవ⿱はないよࡡ．こういうẁ㝵は⡆₩で，㐟びがᑡなく

ていいと思っている．理᝿は㐟びがたくさࢇあって，その୰で話し合って，一つの㐨➽に子どもが向かって，

一つのものに཰᮰していく．これが理᝿的な学びだと思っているのࡲ．ࡡだ，ึᮇのẁ㝵であれば，ዲきに

さにࡲ．うࡲっていいよって言ったら，཰ᣠがつかなくなってしࡸ B さࢇとかᝎࢇだのはそこだよࡡ．自⏤

に渡したら，もう分からなくなっちࡷって．集ᅋを組織するのに大切な，だめなものはだめだって，ちࢇࡷ

と言えたこと．目にぢえてࡸってはいけないものが㈞ってあったのは大きいなと思う．ேって᝟報は目でぢ

た方がぬえࡸすいから．もうࡦとつ，ᮘ㛫ᕠ視で子どものパフォーマンスを評価していくっていうのがあっ

たじࢇࡷ．子どものパフォーマンスを▐᫬にุ᩿していくっていうのがあったけど，௒日はその辺ࡾでẼ付

いたことあった㸽 
 
௒日は，ᮘ㛫指導の୰で大きなとこࢁは実験㸲です．１㸮㹥の㗽を１㸮ಶࡲで用いて，X の⿄の重さを る

とこࢁだったࢇですが，ྛ⌜いࢁいࢁಶ性があって，明らかに⥡㯇に㔮ࡾ合っているというか，先⏕は科学

性と芸術性と言ったけど，芸術的にぢても科学的な㔮ࡾ合いから⥡㯇にいっている⌜もあࡲࡾした．௒日の

この実験では，ᮘ㛫ᕠ視して，どの⌜にもすࡈいࡡって言っていࡲした．⚾が㔮ࡾ合いのࡸつを形として目

でとらえて，そのࡲࡲឤ᝿を述࡭ているという形になったので，指導の面では充実してはなかったࢇではな

いのかなって． 
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௒日のࣝࢢーࣉの活動の様子についてなࢇですが，௒日の実験㸲の๓の実験㸱の᫬に，てこの㔮ࡾ合う᫬の

決ࡾࡲとして，ᨭ点からの㊥㞳と㗽の重さの関ಀを明示していたࢇですが，実験㸲に関してその関ಀをちࡷ

合いのసᴗを⾜っている⌜はᑡないというか．ឤぬ的にᶍ⣴していく．ഴいたから，ずࡾとィ⟬して，㔮ࢇ

らそうとか．決ࡾࡲを⏕かした手ἲではなかった．ឤぬ的なᚋで，ィ⟬で合っていたࡡと確ㄆしていた．A
さࢇは，㗽をୗで⧅ࡆる⌜に，それㄝ明できる㸽って，できないなとか，きちࢇと指᦬できていࡲした．た

だ，実験の目的をព㆑させる言ⴥが↓かった． 
 
研究ᤵᴗに向けて，ᮘ㛫ᕠ視って重要で，ᯈ᭩についてもこれから話すけど，例えば，௒ᅇࡡ．実験１，㸰，

㸱って᭩いていたけど，ఱについて調࡭るとか，言ⴥの᝟報が᭩いてなかったのࡡ．活動㸲はᮘ㛫ᕠ視しな

がら，൅なら，課題をᢕᥱしているかぢる．もう一つ，ឤぬ的なものと決ࡾࡲを౑っているっていうのは，

思考の⛬度が㐪うでしࡻ㸽そうすると，ちࢇࡷとࣀートにグ㘓できているか確ㄆする．൅がぢていた⌜はࡲ

ず，⿄の重さを確かめたࢇだよࡡ．ఱで㸽って⪺いたら，この重さがわかれば，ィ⟬で確かめられるって．

それは，ࡲさに，決ࡾࡲを౑っていこうとする⌜でしࡻ㸽それはࡲさに決ࡾࡲを౑う⌜と，ឤぬでの⌜とは，

思考が㐪う．その決ࡾࡲを౑った⌜に൅は言ったの，ࢇࡳなឤぬでࡸっているけど，ここはண᝿しながら決

，った⌜が先にⓎ表してࡸって．Ⓨ表の᫬には，ឤぬでࡡって．௚の⌜とは㐪うよࡻを౑っているでしࡾࡲ

そのᚋに決ࡾࡲを౑っていった⌜が，൅たちはண᝿をしながらࡲࡾࡸしたっていったら，ឤぬの⌜は，あっ

て㦫くでしࡻ㸽ᮘ㛫ᕠ視の᫬には，Ⓨ表する࣑࢖ࢱンࢢなࢇかもぢ通しをもたせるとⰋいよࡡ．ឤぬ的か決

を用いているかって，考察のレ࣋ࣝにฟてくることがある．要はࡾࡲ B くࢇが A くࢇをໟᣓしちࡷってい

る場合．B くࢇが先にⓎ表しちࡷうと，A くࢇがⓎ表することが↓くなっちࡷうから．B くࢇに，ࢇࡳなの

Ⓨ表を⪺いて，ࢇࡳなの考えのどこに付けຍえることができるのかを考えてࡡって．自分の࣑࢖ࢱンࢢを考

えてࡈらࢇ㸽ってࡡ．これをࡸらないと，そのᚋの話し合いがࡄちࡄࡷちࡷなࢇだよࡡ．いきなࡾ，全㒊分

かる子がいうと，⤊わっちࡷう．いきなࡾ㞴しいから，㝵ẁを᪼っていないの．ちࢇࡷとレ࢖ア࢘トしてい

くのも先⏕のᙺ๭だから．では，ᤵᴗの全体について，ឤ᝿でもなࢇでもあれば． 
 
᭱ᚋ，ある⌜が，もう一᫬㛫ちࡻうだいって．ちࢇࡷと考えてからࢇࡳなにⓎ表したいって言っていて，そ

の᫬は⣧⢋にうれしかったࢇです．㣬きてつࢇࡲないとかではなく，もう一᫬㛫ྲྀれないの㸽って．ᤵᴗࡸ

ってよかったなって．こういう課題をつくってⰋかった．ࡲだ，ᨵၿする方ἲはあるけど，௒日は子どもた

ちにᤵᴗをཷけさせることができてⰋかったと思いࡲした．あと，B さࢇのような᭱ึにᤵᴗをࡸる実習⏕

がいて．その㛫に先⏕との᣺ࡾ㏉ࡾがあって，先⏕が実習⏕にはないᢏ術というかパフォーマンスを教えて

くださって，それを཯ᫎすることが௒日はᑡしできࡲした． 
 
 

 
4.6 分析 
 ᅗ㸵の１ẁ目である཯省的実践のᶍೌによࡾ，実習⏕ A は実践を⾜っていった．この場面では，そ

れに基づいて，㸰ẁ目の自௚の実践についてのᥥ෗ࡸ評価が⾜われていった．実習⏕ B は，B1 にお

いて，自分の実践についてⓎ言しながら，実習⏕ A の実践について評価を⾜った．具体的には，実験

୕⟠᮲を示すことによって，実験の㝿にࡸってはいけないことを子どもに明示した指導がⰋかったと

評価した．それをཷけて，実習⏕ A も A1 において，自らの実践について述࡭た．すなわち，実習⏕

B のᤵᴗの省察を踏ࡲえて，実験㐨具の㓄ࡾ方をᕤኵし，実験୕⟠᮲を明示することにしたとㄝ明を

した．ࡲた，ࣉリントを㓄る࣑࢖ࢱンࢢがᝏかった➼の཯省を述࡭たが，実習⏕ B の実践を踏ࡲえて

⾜ったᕤኵが཯ᫎされていたと，自らの実践を評価した． 
一方，指導教員は，T1 において，課題がࣛࢡスでඹ有されたかྰかの視点はどうだったかをⓎ問し，

実習⏕ A の実践についての省察をಁしていった．そのⓎ問に対して，実習⏕ B は，実験㐨具の㓄ࡾ方

がⰋかったため，課題が明確になっていたと評価を⾜った．このようにして，㸰ẁ目の自௚の実践に

ついてのᥥ෗ࡸ評価が対話的に⾜われ，実習⏕ A の実践が明確に表現され，評価されていった． 
 ⥆く，T2 において，指導教員は，㸱ẁ目の自௚のᥥ෗ࡸ評価࡬の省察を⾜った．具体的には，課題

がඹ有されることによる集ᅋで学ࡪព義について自らの考えをㄝ明した．ࡲず，実習⏕ A の実験㐨具
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௒日のࣝࢢーࣉの活動の様子についてなࢇですが，௒日の実験㸲の๓の実験㸱の᫬に，てこの㔮ࡾ合う᫬の

決ࡾࡲとして，ᨭ点からの㊥㞳と㗽の重さの関ಀを明示していたࢇですが，実験㸲に関してその関ಀをちࡷ

合いのసᴗを⾜っている⌜はᑡないというか．ឤぬ的にᶍ⣴していく．ഴいたから，ずࡾとィ⟬して，㔮ࢇ

らそうとか．決ࡾࡲを⏕かした手ἲではなかった．ឤぬ的なᚋで，ィ⟬で合っていたࡡと確ㄆしていた．A
さࢇは，㗽をୗで⧅ࡆる⌜に，それㄝ明できる㸽って，できないなとか，きちࢇと指᦬できていࡲした．た

だ，実験の目的をព㆑させる言ⴥが↓かった． 
 
研究ᤵᴗに向けて，ᮘ㛫ᕠ視って重要で，ᯈ᭩についてもこれから話すけど，例えば，௒ᅇࡡ．実験１，㸰，

㸱って᭩いていたけど，ఱについて調࡭るとか，言ⴥの᝟報が᭩いてなかったのࡡ．活動㸲はᮘ㛫ᕠ視しな

がら，൅なら，課題をᢕᥱしているかぢる．もう一つ，ឤぬ的なものと決ࡾࡲを౑っているっていうのは，

思考の⛬度が㐪うでしࡻ㸽そうすると，ちࢇࡷとࣀートにグ㘓できているか確ㄆする．൅がぢていた⌜はࡲ

ず，⿄の重さを確かめたࢇだよࡡ．ఱで㸽って⪺いたら，この重さがわかれば，ィ⟬で確かめられるって．

それは，ࡲさに，決ࡾࡲを౑っていこうとする⌜でしࡻ㸽それはࡲさに決ࡾࡲを౑う⌜と，ឤぬでの⌜とは，

思考が㐪う．その決ࡾࡲを౑った⌜に൅は言ったの，ࢇࡳなឤぬでࡸっているけど，ここはண᝿しながら決

，った⌜が先にⓎ表してࡸって．Ⓨ表の᫬には，ឤぬでࡡって．௚の⌜とは㐪うよࡻを౑っているでしࡾࡲ

そのᚋに決ࡾࡲを౑っていった⌜が，൅たちはண᝿をしながらࡲࡾࡸしたっていったら，ឤぬの⌜は，あっ

て㦫くでしࡻ㸽ᮘ㛫ᕠ視の᫬には，Ⓨ表する࣑࢖ࢱンࢢなࢇかもぢ通しをもたせるとⰋいよࡡ．ឤぬ的か決

を用いているかって，考察のレ࣋ࣝにฟてくることがある．要はࡾࡲ B くࢇが A くࢇをໟᣓしちࡷってい

る場合．B くࢇが先にⓎ表しちࡷうと，A くࢇがⓎ表することが↓くなっちࡷうから．B くࢇに，ࢇࡳなの

Ⓨ表を⪺いて，ࢇࡳなの考えのどこに付けຍえることができるのかを考えてࡡって．自分の࣑࢖ࢱンࢢを考

えてࡈらࢇ㸽ってࡡ．これをࡸらないと，そのᚋの話し合いがࡄちࡄࡷちࡷなࢇだよࡡ．いきなࡾ，全㒊分

かる子がいうと，⤊わっちࡷう．いきなࡾ㞴しいから，㝵ẁを᪼っていないの．ちࢇࡷとレ࢖ア࢘トしてい

くのも先⏕のᙺ๭だから．では，ᤵᴗの全体について，ឤ᝿でもなࢇでもあれば． 
 
᭱ᚋ，ある⌜が，もう一᫬㛫ちࡻうだいって．ちࢇࡷと考えてからࢇࡳなにⓎ表したいって言っていて，そ

の᫬は⣧⢋にうれしかったࢇです．㣬きてつࢇࡲないとかではなく，もう一᫬㛫ྲྀれないの㸽って．ᤵᴗࡸ

ってよかったなって．こういう課題をつくってⰋかった．ࡲだ，ᨵၿする方ἲはあるけど，௒日は子どもた

ちにᤵᴗをཷけさせることができてⰋかったと思いࡲした．あと，B さࢇのような᭱ึにᤵᴗをࡸる実習⏕

がいて．その㛫に先⏕との᣺ࡾ㏉ࡾがあって，先⏕が実習⏕にはないᢏ術というかパフォーマンスを教えて

くださって，それを཯ᫎすることが௒日はᑡしできࡲした． 
 
 

 
4.6 分析 
 ᅗ㸵の１ẁ目である཯省的実践のᶍೌによࡾ，実習⏕ A は実践を⾜っていった．この場面では，そ

れに基づいて，㸰ẁ目の自௚の実践についてのᥥ෗ࡸ評価が⾜われていった．実習⏕ B は，B1 にお

いて，自分の実践についてⓎ言しながら，実習⏕ A の実践について評価を⾜った．具体的には，実験

୕⟠᮲を示すことによって，実験の㝿にࡸってはいけないことを子どもに明示した指導がⰋかったと

評価した．それをཷけて，実習⏕ A も A1 において，自らの実践について述࡭た．すなわち，実習⏕

B のᤵᴗの省察を踏ࡲえて，実験㐨具の㓄ࡾ方をᕤኵし，実験୕⟠᮲を明示することにしたとㄝ明を

した．ࡲた，ࣉリントを㓄る࣑࢖ࢱンࢢがᝏかった➼の཯省を述࡭たが，実習⏕ B の実践を踏ࡲえて

⾜ったᕤኵが཯ᫎされていたと，自らの実践を評価した． 
一方，指導教員は，T1 において，課題がࣛࢡスでඹ有されたかྰかの視点はどうだったかをⓎ問し，

実習⏕ A の実践についての省察をಁしていった．そのⓎ問に対して，実習⏕ B は，実験㐨具の㓄ࡾ方

がⰋかったため，課題が明確になっていたと評価を⾜った．このようにして，㸰ẁ目の自௚の実践に

ついてのᥥ෗ࡸ評価が対話的に⾜われ，実習⏕ A の実践が明確に表現され，評価されていった． 
 ⥆く，T2 において，指導教員は，㸱ẁ目の自௚のᥥ෗ࡸ評価࡬の省察を⾜った．具体的には，課題

がඹ有されることによる集ᅋで学ࡪព義について自らの考えをㄝ明した．ࡲず，実習⏕ A の実験㐨具
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の㓄ࡾ方によって，課題が明確になࡾ，それによって子どもはྠじ目ᶆに向かって集ᅋで学ࡪ⣲ᆅが

できたと評価した．そして，子どもが自⏤にヨ⾜し，一つのものに考えを集⣙していくことが理᝿的

な学びであることをఏえた．このようにして，指導教員は，ᬑẁព㆑しているᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関して

の理論を実習⏕にఏえていった．ࡲた，実験୕⟠᮲を明示したことに関しても評価を⾜い，実習⏕ A
の実践の省察を⾜っていった．さらに，パフォーマンス評価の視点から，実習⏕ A の実践について᣺

 ．㏉るようにಁしたࡾ
 こうして，෌度，㸰ẁ目の自௚の実践についてのᥥ෗ࡸ評価が⾜われていった．実習⏕ A は，A2
において，自らのᮘ㛫ᕠ視を᣺ࡾ㏉ࡾ，適切な指導が⾜えていなかったと評価をした．実習⏕ B は

B3 において，子どもの学習状況として，てこの決ࡾࡲを用いて実験を⾜っていなかった様子をㄝ明

した． 
 指導教員は，二ேの実習⏕のⓎ言をཷけ，㸱ẁ目の自௚のᥥ෗ࡸ評価࡬の省察を⾜った．具体的に

は，てこの決ࡾࡲを用いてண᝿をしながら実験をする子どもと，ឤぬ的に実験をする子どもの科学的

な思考の方ἲࡸレ࣋ࣝが␗なることをㄝ明した．そこから，ᮘ㛫ᕠ視をしながら，子どもに自らの考

えに基づいて，Ⓨ表する࣑࢖ࢱンࢢを考えさせる指導がᚲ要であるとㄝ明をした．このようにして，

指導教員は，ᬑẁព㆑しているᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関しての理論を実習⏕にఏえていった． 
 ᭱ᚋに，実習⏕ A は㸲ẁ目の対話についての᣺ࡾ㏉ࡾとして，自らの実践について᣺ࡾ㏉ࡾ，実習

⏕ B の実践の省察が，自分の実践にᐤ୚していたことを省察していった． 
 とめࡲ 4.7
 構᝿した省察的実習では，ᅗ㸵の㸲ẁの㐣⛬を⾜き来しながら，指導教員と実習⏕は対話を⾜い，

実践について省察を⾜っていった．対話によってඹ通ㄆ㆑をぢいだしていく㐣⛬において，指導教員

は，ᬑẁព㆑しているᤵᴗ࢖ࢨࢹンの理論についてㄝ明を⾜っていった．そこでは，科学的な思考と

いう理科教育ᅛ有の視点について，子どもの様子に基づいてㄝ明をしていった．そのような指導教員

との関わࡾによって，実習⏕はᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能力を形成していった．省察的実習が，実習⏕

のᤵᴗ࢖ࢨࢹンに関する能力の形成にᐤ୚すると考えられる． 

 

㸳．結ㄒ 

 

本研究では，理科教育における子どもの思考と表現を育成するための方略と評価について， 学校教

育， 社会教育， 大学における教員養成という␗なる教育施設での᪂たなᒎ㛤について論考した. ᑠ

学校ࡸ動物園での子どもを対象とした方略としては形成的アセスメントが， 彼らの思考と表現として

のパフォーマンスを῝化・ᣑ大させることが明らかとなった. ຍえて，教員養成においても実習⏕に

཯省的に指導方略の᣺ࡾ㏉ࡾを⧞ࡾ㏉えさせ， そのᣑ充をᅗらせることで，彼らの指導方略に関わる

思考と表現を᭦᪂し， そのことが実習のᤵᴗにおける， 子どものパフォーマンスの῝化・ᣑ大にᐤ

୚することを実ドできた. 形成的アセスメントとその成果としてのパフォーマンスのኚᐜ， これから

の理科教育の㉁的㌿換をᅗる要ᅉの一➃が㢧在化された. 

 

㝃グ 

 本研究は，科学研究㈝・基盤研究(C)（代表㸸森本信也，課題␒ྕ 23531166），科学研究㈝・基盤
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研究(B)（代表㸸┈⏣⿱充，課題␒ྕ 25282032H2）の成果の一㒊である． 
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